
1．は じ め に

20 世紀は発展の時代であった。石炭から石油へ，真

空管からトランジスター，そしてメカからソフトウェ

アへと大変革を遂げた。その変革の中で，原子力技術，

情報技術などが急速な発展を見た。世界は航空機とイ

ンターネットでつなげられ，人口は急激な伸びを見せ

た。

急激な発展は 21 世紀を迎えて大きな揺り戻しに直

面している。地球温暖化であり，ヒートアイランド現

象であり，新型インフルエンザである。この揺り戻し

は環境問題という大きな枠組みでとらえられている。

欧州ではローカーボンという言葉に集約して，二酸化

炭素の排出量を削減しようと積極的に立ち回っている。

日本では，ヒートアイランド現象や水資源の問題も含

む，もう少し広い枠組みで環境と言う言葉をとらえて

いる。

環境問題には二酸化炭素の排出量の予測をする方か

ら，その取引を考える方，新しい技術を開発する方，

技術を金儲けにつなげる人，政治利用を考える人，い

ろいろな人が複雑に絡んでいる。ここでは環境問題は

電気通信という立場から，ソリューションを見つけて

いこう。

2．電気通信技術

まずは電気通信技術である。本学はタイタニックの

悲劇に呼応して設置された無線講習所をルーツとする。

商船におけるモールス通信士の養成所である。通信自

体は太古の時代から存在した。狼煙も鏡も雄たけびも

無線通信技術である。そこまで戻らなくても第二次世

界大戦以前から各種遠隔計測システムが考案されてき

た。たとえば，変位，圧力などを通信メディアに使う

方法である。空気圧伝送は，防爆要求がきつい石油精

製施設では未だ現役である。

各種物理量が伝送媒体として利用可能であるが，工

場では 4-20 mA 規格に代表される電流伝送に集約化

された。これは電線は曲げられる。そして，キルヒ

ホッフの法則により 1本の電線上に流れる電流値が変

わらないという使いやすさのためである。

もっとも，1970 年代に始まったデジタル化は 4-20

mAなどのアナログ規格を凌駕していく。それは多重

化や冗長化の利便性に負うところが大きい。もっとも，

デジタルと言っても基本はアナログ。有線でも無線で

も，回路に流れる電流値または回路の両端に生じる電

圧値を測定することが基本となっている。

このように考えると通信技術は電気という位置づけ

を越えるものは 21 世紀になっても見えてこない。唯

一，ライバル足り得るのは光通信であろう。もっとも，

光も電波と考えれば通信技術は電気が本命である。

さて，ローカーボンではエネルギーにも焦点を当て

なければいけない。次にエネルギーという視点で電気

技術を見ていこう。環境問題においては輸送の簡便さ

と回収の容易さに焦点を当てたい。蓄積，輸送，回生，

いずれを考えても電気は優等生である。

以上，21 世紀も電気通信の時代である。

3．環 境 問 題

18 世紀の産業革命は物質にエネルギーという新た

な概念を付け加えた。さらに 20 世紀に情報という概

念が加わった。このため，20 世紀の世界観は物質，エ

ネルギー，情報の三層構造である。

20 世紀後半，エネルギー問題が顕著になったので

情報の力を借りて省エネを実現するというコンセプ

トが生まれた。代表的なものは，HEMS (Home Energy
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Management System) や BEMS (Building Energy Manage-

ment System) と呼ばれるものである。これは，有線，

無線のネットワークを通してエネルギーの利用状態を

監視するとともに，不要なエネルギーを同じくネット

ワークを通して操作するものである。

21 世紀初頭には，逆に情報機器のエネルギー消費が

問題となった。データセンターなどにおける電力の大

量消費である。そのため，グリーン IT という言葉が

浮上した。これは，IT (Information Technology)，すなわ

ち情報技術を用いて省エネを図るというものと，IT

機器自体の省エネを図るというものの二本立てである。

このグリーン ITは，20 世紀モデルからの旅立ちで

ある。エネルギーと情報と言う別概念を新たに組み合

わせることで環境問題の解決に近づけようという考え

方である。この動向を進めると 21 世紀モデルが見え

てくる。それは，物質，エネルギー，情報の再統合で

ある。環境問題が物質による問題を内包するなら，そ

れをエネルギー，情報と言う視点も加えながら上手く

解決にもっていくことが環境問題への対処である。基

本的に，3R (Reuce, Reduction, Recycle) が柱であり，そこ

には先に述べた 20 世紀モデルでは不十分であり，21

隻モデルを考えざるをえない。

環境問題の根本は物質の問題かもしれない。しかし，

物質に関するイノベーションは時間がかかる。次に時

間がかかるのがエネルギーに関するイノベーションで

ある。そして，もっとも即効性があるのが情報に関す

るイノベーションである。

このように考えていくと，電気はエネルギーとして

扱いやすい。電気を化学エネルギーに相互変換するも

のが電池であり，光や熱から電気，電気から光や熱と

エネルギー変換も行いやすい。加えて，通信は電気の

独断場である。このように考えると，即効性のある環

境問題の解決は電気通信だといわざるをえない。まず

は，電気通信，次にエネルギー技術，最後に物質の技

術。この三つが段階を追って，または相互に連関して

初めて難しい環境問題の解決につながると思う。

4．ま と め

以上，環境問題と電気通信の関係を考察してきた。

環境問題全てを電気通信技術で解決できる訳ではない。

しかし，地球温暖化，ヒートアイランド現象，水不足，

ゲリラ豪雨という風に追い詰められた地球の環境問題

の即効薬は電気通信技術だと思う。このような観点か

ら，電気通信の技術者が環境問題に取り組む尖兵であ

る。本学も同じ使命を負っている。共に，かけがえの

ない地球を守り，復活させるために頑張っていきたい。

ご協力をお願いする。

特別講演32


